
一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
二
十
一
号
に
掲
載
し
た
「
深
草
瑞
光
寺
所
蔵
『
宗
祖
一
代
本
尊
鑑
』（
一
）
―
遠
沾
院
日

亨
『
御
本
尊
鑑
』
と
の
関
連
を
中
心
に
―（

１
）」

の
続
編
で
あ
る
。
草
山
元
政
（
一
六
二
三
～
一
六
六
八
）
が
開
い
た
京
都
深
草
瑞
光
寺
に
現

在
伝
わ
る
『
宗
祖
一
代
本
尊
鑑
』（
以
下
、
瑞
光
寺
本
と
記
す
）
は
、
身
延
山
久
遠
寺
所
蔵・

遠
沾
院
日
亨
『
御
本
尊
鑑
』
の
成
立
に
つ
い

て
、
ま
た
先
行
研
究
に
お
い
て
種
々
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
『
御
本
尊
鑑
』
と
堀
之
内
妙
法
寺
所
蔵
『
宗
祖
本
尊
録
』（
以
下
、
広

本
と
記
す
）
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
本
史
料
の
書
誌
と
伝
来
、
並
び
に
『
御
本

尊
鑑
』
と
の
関
連
を
中
心
に
、
収
録
さ
れ
る
三
十
四
幅
の
大
曼
荼
羅
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
広
本
と
同
様
に
瑞
光
寺
本
に
も
収
載
さ
れ
る
中
山
法
華
経
寺
の
霊
宝
目
録
お
よ
び
身
延
山
伝
来
の
古
記
録
等
の
う
ち
、
特

に
新
出
史
料
と
い
え
る
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
に
つ
い
て
史
料
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

深
草
瑞
光
寺
所
蔵
『
宗
祖
一
代
本
尊
鑑
』（
二
）

―
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
を
中
心
に

―

桑　
　
　

名　
　
　

法　
　
　

晃
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二
、
瑞
光
寺
本
の
構
成

　

ま
ず
、
瑞
光
寺
本
の
内
容
構
成
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
を
行
い
た
い
。
そ
の
構
成
に
つ
い
て
記
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
四
大
天
王
（
一
丁
裏
）

②
大
曼
荼
羅
三
十
二
幅
（
二
丁
表
～
十
七
丁
裏
）

③
正
中
山
法
花
経
寺
御
霊
宝
目
録
（
十
八
丁
）

④
大
曼
荼
羅
一
幅
（
日
頂
上
人
御
形
木
写
）（
十
九
丁
裏
）

⑤
大
曼
荼
羅
一
幅
（
上
総
妙
本
寺
霊
宝
之
内
）（
二
十
丁
表
）

⑥
不
動
愛
染
感
見
記
（
二
十
一
丁
裏
～
二
十
二
丁
表
）

⑦
聖
人
御
系
図
御
書
（
二
十
三
丁
表
～
二
十
五
丁
裏
）

⑧
身
延
五
世
日
台
聖
人
夢
想
記
（
二
十
六
丁
）

⑨
譲
渡　

春
乙
丸
（
二
十
七
丁
）

⑩
題
目
点
図
一
通
（
二
十
八
丁
表
）

⑪
八
吉
祥
神
咒
経
（
三
十
二
丁
表
～
三
十
七
丁
裏
）

　

瑞
光
寺
本
は
こ
れ
ら
①
か
ら
⑪
ま
で
の
内
容
が
す
べ
て
一
筆
で
、
遠
沾
院
日
亨
（
一
六
四
六
～
一
七
二
一
）
の
自
筆
と
極
め
て
酷
似
し
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た
筆
致
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
①
⑦
⑧
⑨
⑪
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
を
書
写
す
る
だ
け
で
な
く
、「
亨
私
云
」
と
し
て
、
日
亨
自

身
に
よ
る
私
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
広
本
に
は
④
と
⑪
を
欠
く
が
、
そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
は
瑞
光
寺
本
と
構
成
を
同
じ
く
し
、
③

「
正
中
山
法
花
経
寺
御
霊
宝
目
録
」、
⑧
「
身
延
五
世
日
台
聖
人
夢
想
記
」
お
よ
び
⑨
「
譲
渡　

春
乙
丸
」
は
、
藤
井
教
雄
編
『
御
本
尊
鑑　

遠
沾
院
日
亨
上
人（

２
）』

に
お
い
て
、
広
本
の
当
該
箇
所
の
影
印・

翻
刻
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
⑦
「
聖
人
御
系
図
御
書
」
に
つ
い

て
は
、
広
本
が
底
本
と
し
て
拠
っ
た
日
禅
書
写
本
に
お
い
て
す
で
に
「
亨
私
云
」
以
下
の
日
亨
注
記
箇
所
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
本
文
に

つ
い
て
も
藤
井
教
雄
編
『
御
本
尊
鑑　

遠
沾
院
日
亨
上
人
』
に
載
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
⑦
「
聖
人
御
系
図
御
書
」
の
本
文

並
び
に
そ
れ
に
対
す
る
日
亨
の
私
釈
は
未
公
開
史
料
で
あ
り
、
特
に
後
者
の
日
亨
注
記
箇
所
は
新
出
史
料
と
い
え
る
。

　

こ
の
「
聖
人
御
系
図
御
書
」
を
含
む
⑦
か
ら
⑩
の
史
料
は
、
身
延
山
伝
来
の
古
記
録
で
あ
り
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
冬
に
改
め
ら

れ
た
日
亨
『
西
土
蔵
宝
物
録
』（
以
下
、『
亨
師
目
録
』
と
記
す
）
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
第
四
長
持
の
中
に
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
当
該
箇
所
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一　

�

宗
祖
系
図
〈
二
通
／
朝
師
筆
〉　

箱
入　
「ﾝ （
他
筆
）此

弐
／
通
合
而
一
巻
也
／
但
次
下
同
系
図
一
軸
ト
有
之
も
／
右
ノ
一
巻
ノ
内
ニ
合
ス
」

一　

同
系
図
一
軸　

朝
師
筆

一　

波
木
井
日
円
譲
状
一
軸

　
　

日
円
并
当
山
代
々
譲
状
等
一
軸　

二
軸
同
箱
入

　
　
　
　

日
円
譲
状
二
通
、
日
向
師
譲
状
二
通
、
日
向
師
摂
折
二
門
一
通
、
日
進
師
制
法
二
通

　
　
　
　

日
善
師
譲
状
一
通
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一　

日
台
師
夢
記
之
写　
　

日
意
師
筆　

箱
入

一　

日
興
聖
人
書
札
之
写　

日
意
師
筆　

箱
入

一　

題
目
点
画　

朝
師
筆　

一
軸

　
　

波
木
井
代
々
名
帳　

朝
師
筆　

一
軸　

二
軸
箱
入

（
十
四
丁
裏
～
十
五
丁
表（

３
））

　

傍
線
は
瑞
光
寺
本
と
共
通
す
る
史
料
に
筆
者
が
私
に
引
い
た
も
の
で
あ
る
。「
宗
祖
系
図
」「
同
系
図
」
が
⑦
「
聖
人
御
系
図
御
書
」
に
、

「
日
円
并
当
山
代
々
譲
状
等
一
軸
」
中
の
「
日
善
師
譲
状
」
が
⑨
「
譲
渡　

春
乙
丸
」
に
、「
日
台
師
夢
記
之
写
」
が
⑧
「
身
延
五
世
日
台

聖
人
夢
想
記
」、
日
朝
筆
「
題
目
点
画
」
が
⑩
「
題
目
点
図
」
に
該
当
す
る
。
目
録
記
載
の
順
と
瑞
光
寺
本
載
録
の
順
と
で
は
、
⑨
と
⑧
が

入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
右
目
録
中
に
み
ら
れ
る
「
日
興
聖
人
書
札
之
写
」
は
、
同
目
録
二
十
丁
の
表
裏
に
わ
た
っ

て
記
さ
れ
て
お
り（

４
）、

日
亨
が
目
録
を
整
理
す
る
中
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

な
お
、
瑞
光
寺
本
の
⑦
か
ら
⑩
の
諸
記
録
お
よ
び
『
亨
師
目
録
』
中
の
「
日
興
聖
人
書
札
之
写
」
は
、
い
ず
れ
も
奇
数
丁
の
頭
か
ら
書

写
さ
れ
て
お
り
、
瑞
光
寺
本
の
法
量
が
縦
二
九・

九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
一・

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
亨
師
目

録
』
は
縦
二
九・

七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
一・

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。

三
、『
聖
人
御
系
図
御
書
』
に
つ
い
て

　
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
は
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』（
以
下
、『
昭
定
』
と
記
す
）
第
三
巻
に
収
録
さ
れ
る
「
御
遺
文
」
で
あ
り（

５
）、

日
蓮
聖
人
自
ら
先
祖
の
系
図
を
記
し
た
形
を
取
っ
て
い
る
。
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
八
月
十
四
日
、
日
蓮
聖
人
四
十
三
歳
の
述
作
と
さ
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れ
る
が
、
真
蹟
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
本
書
は
、
加
藤
文
雅
編
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
（
縮
刷
遺
文
）』
続
集
に
は
じ
め
て
収
録
さ
れ
た
が
、

文
雅
師
が
「
此
書
は
古
写
本
の
中
よ
り
得
し
な
り
疑
点
少
な
か
ら
ず
と
雖
も
所
感
あ
り
て
茲
に
そ
の
古
証
と
共
に
入
録
し
奉
る（

６
）」

と
記
す

よ
う
に
、
古
写
本
か
ら
の
載
録
で
あ
り
、
次
の
奥
書
を
有
し
て
い
る
。

長
享
二
年
戊
申
七
月
日
奉
写
之 

六
十
七 

日
朝　

判

　

�

此
系
図
説
与
化
道
記
上
初・

小
湊
系
図・

大
系
図・

長
禄
寛
正
記・

薩
埵
略
伝
説
大
異
。
此
御
筆
真
偽
更
詳
。
年
代
干
支
等
相
違

有
之
。
如
別
記
云
云
。
配
流
の
因
縁
も
長
禄
寛
正
記
説
小
異
也（

７
）。

　

こ
の
奥
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
身
延
山
第
十
一
世
行
学
院
日
朝
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
が
長
享

二
年
（
一
四
八
八
）
七
月
、
六
十
八
歳
の
時
に
本
書
の
書
写
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
昭
定
』
所
収
の
本
書
は
本
文
四
行
と
短
編
だ
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
、
河
内
守
道
行
の
末
葉
で
あ
る
遠
江
貫
名
五
郎
重
実
に
三
人
の
子

が
あ
り
、
嫡
子
は
貫
名
仲
太
、
次
男
は
仲
三
、
三
男
は
仲
四
、
日
蓮
聖
人
は
仲
三
の
子
で
あ
る
こ
と
、
所
領
上
の
紛
争
で
度
々
上
奏
し
た

が
下
知
な
く
、
つ
い
に
合
戦
と
な
り
、
一
族
の
多
く
は
滅
亡
し
、
日
蓮
聖
人
の
父
は
安
房
国
東
条
片
海
に
流
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
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（
一
）
先
行
研
究
に
お
け
る
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
の
位
置
づ
け

　

ま
ず
先
行
研
究
に
お
け
る
本
書
の
位
置
づ
け・

評
価
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

浅
井
要
麟
師
は
「
日
蓮
聖
人
家
譜
の
研
究（

８
）」

に
お
い
て
、『
聖
人
御
系
図
御
書
』
を
『
法
華
本
門
宗
要
鈔
』
と
並
び
諸
多
の
系
図
の
母
体

に
な
っ
た
も
の
、
そ
れ
ら
を
生
ず
る
に
至
っ
た
根
本
史
料
と
位
置
づ
け
て
い
る（

９
）。

し
か
し
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
七
つ
の
点
を
挙
げ
、

偽
作
で
あ
る
こ
と
を
断
じ
て
い
る
。
本
書
の
内
容
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
後
に
譲
る
が
、
本
書
の
伝
来
に
関
し
て
、
浅
井
要
麟
師

は
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

へ
、�

こ
の
書
は
古
来
録
内
及
び
録
外
の
編
纂
に
漏
れ
た
る
の
み
な
ら
ず
、
他
受
用
御
書
、
身
延
録
外
、
三
宝
寺
御
書
、
本
満
寺
御
書
、

妙
蓮
寺
御
書
、
御
書
続
集
等
の
何
れ
に
も
、
未
だ
曾
て
収
録
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
を
、
明
治
三
十
七
年
に
至
つ
て
、
加
藤
文
雅

が
初
め
て
縮
刷
遺
文
録
に
載
録
さ
る
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
師
自
ら
も
こ
の
書
の
伝
来
を
疑
つ
て
「
此
書
疑
点
少
か
ら
ず
と
雖

も
、
所
感
あ
つ
て
茲
に
そ
の
古
証
と
共
に
入
録
し
奉
る
」
と
付
言
さ
れ
て
ゐ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ト
、�

こ
の
書
の
奥
書
に
は
、「
此ﾝ ノ

系
図ﾝ ノ

説ﾝ ト

与ｲ

化
道
記
上ﾝ ノ

初
、
小
湊
系
図
、
大
系
図
、
長
禄
寛
正
記
、
薩
埵
略
伝ﾝ ノ

説ﾝ トｱ

大ﾝ ニ

異ﾝ ル

。
此
御
筆
真

偽
更ﾝ ニ

詳ﾝ ニ
セ
ヨ。

年
代
干
支
等
相
違
有ﾚ

之
。
如ﾝ シｲ

別
記ﾝ ノｱ

」
と
附
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
書
の
成
立
に
対
し
て
疑
惑
を
懐
く
の
は
、
独

り
今
人
の
み
で
は
な
い

（
（1
（

。

　

本
書
は
近
代
に
至
っ
て
初
め
て
日
蓮
聖
人
遺
文
と
し
て
載
録
さ
れ
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
御
遺
文
」
と
し
て
載
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録
し
た
加
藤
文
雅
本
人
も
本
書
の
伝
来
に
つ
い
て
は
疑
い
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
奥
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
の
成
立
に
は
先

師
も
疑
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
書
は
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
成
立
の
本
成
房
日
実
『
当
家
宗
旨
名
目
』
に
、
そ
の
書
名・

引
用
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く

と
も
寛
正
二
年
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
布
教
政
策
的
な
態
度
と
門
閥
崇
拝

の
思
想
と
が
宗
門
意
識
と
結
び
つ
き
日
蓮
聖
人
滅
後
早
い
段
階
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
と
推
測
す
る
浅
井
要
麟
師
の
説

（
（1
（

や
、
室
町
中
期

頃
の
偽
作
と
す
る
新
倉
善
之
師
の
説

（
（1
（

な
ど
が
あ
り
、
伝
来
と
と
も
に
定
か
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
日
朝
写
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
、「
行
学
院
日
朝
が
書
写
し
た
転
写
本
が
伝
存
す
る

（
（1
（

」
と
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典　

歴
史
篇
』
で

は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
御
書
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、「
編
者
加
藤
文
雅
が
「
此
書
は
古
写
本
の
中
よ
り
得
し
な
り
…
…
」

と
記
し
て
日
朝
写
本
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
奥
書
の
「
此
系
図
…
…
」
以
降
に
は
、
本
書
と
日
朝
の
『
元
祖
化
導
記
』
の
説
と
が
相
違
す

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
日
朝
写
本
を
転
写
し
た
筆
者
の
感
想
と
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
伝
来
す
る
の
は
日

朝
写
本
を
転
写
し
た
古
写
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

（
（1
（

」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
重
要
な
指
摘
と
な
る
が
、
日
朝
写
本
お
よ
び
転
写
本

の
存
在
に
つ
い
て
も
や
は
り
未
詳
で
あ
る
。

（
二
）
瑞
光
寺
本
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
の
本
文

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
踏
ま
え
た
上
に
お
い
て
、
次
に
瑞
光
寺
本
収
載
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。
ま
ず
、
遠
沾
院
日
亨
が
行
学
院
日
朝
の
写
本
を
書
写
し
た
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
の
本
文
を
、『
昭
定
』
所
収
本
と
の
対
比
の
上
に

記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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瑞
光
寺
本
『
聖
人
御
系
図
御
書
』

　

△
聖
人
御
系
図
御
書

自ｲ
神
武ｱ
四
十
五
代
聖
武
天
皇
治
二
十
五
年
諱首

、
和
銅
七
年
申戊

五
月

七
日
立ｲ
春ト

ヲ

宮ﾝ ニｱ
給
、
神
亀
元
年
甲子

二
月
四
日
御
即
位
、
勝
宝
元
年
己丑

御
位ﾝ ヲ

仰
喜
天
皇ﾝ ニ

奉ﾝ リﾚ
譲ﾝ リ

、
自ｲ

仰
喜
天
皇ｱ

至ｲ

第
五ﾝ ノ

皇
子
、
号ﾝ スｲ

井せ
い

徳

親
王ﾝ トｱ

、
御
子
二
人
在ﾚ
之
、
一
人
者
勧
学
宮
、
一
人
者
𩺝ゲ
キﾝ 　
ノ

大
臣

也
、
孝
鎌
天
皇ﾝ ノ

御
宇ﾝ ニ

始ﾝ テ

成ﾝ ルｲ
臣
下ｱ

、
其
故
在
之
、
孝
嫌
天
皇
之
御

宇ﾝ ニ

他
国ﾝ ヨ
リ日

本ﾝ ヲ

討
随ﾝ ヘ
ム
ト云

、
其
将
軍ﾝ ヲ
ハハ

タ
エﾝ ノ

将
軍ﾝ ト

号ﾝ ス

、
爰

コ
ヽ
ニ

討
手ﾝ ヲ

𩺝ﾝ ノ

大
臣ﾝ ニ

給ﾝ フ

、
其ﾝ ノ

時
大
臣ﾝ ニ

三
国ﾝ ト

云
姓ﾝ ヲ

給ﾝ ハ
ル、

河
内
守
道ミ

チ
ユ
キ行ﾝ ト

号ﾝ ス

、
神
亀
八

年
未辛

九
月
十
三
日ﾝ ニ

、
他
国ﾝ ニ

行
向ﾝ テ

、
達ｲ

本
望ｱ
、
敵
四
方ﾝ ニ

退
散ﾝ ス

、
天

下
安
穏ﾝ ニ
シ
テ、

政
事
直ﾝ シ

、
此
勧
賞ﾝ ニ
ハ」

至ｲ

大
政
大
臣ｱ
摂
政
関
白
思
様

ナ
ル
ヘ
シ
ト
云
ヘ
ト
モ
、
文
武
二
道ﾝ ノ

中
、
乱
世
則
以ﾚ
武
為ｲ

第

一ｱ

、
此
故
不ﾚ

至ｲ

大
政
大
臣ｱ

―
、
只
地
下ﾝ ノ

身ﾝ ニ

在ﾝ テ

、
君ﾝ ヲ

守

護ﾝ シ

奉ﾝ ル

所ﾝ ノ

勧
賞ﾝ ニ
ハ、

大
国
ア
マ
タ
賜ﾝ ル

、
遠
江
国ﾝ ハ

、
子
孫
マ
テﾝ ト

御
約
束
深ﾝ シ

、�

河
内
守
通
行
末
葉
遠
江
貫
名ﾝ ノ

五
郎
重シ

ケ
サ
ネ実ﾝ ト

云
マ
テ
ハ
十
一
代
也
、�

重
実
其ﾝ ノ

子
三
人
在ﾚ

之
、
嫡
子ﾝ ニ

貫
名
仲
太
、
次
男
仲
三
、
同ﾝ キ

三
男
仲

四
是
也
、
依ｲ

所
領
相
論ﾝ ニｱ

、
度
々
上
訴
給

ハ
ル

ト
云
ヘ
ト
モ
、
依ﾚ

無ｲ

現
行
本
『
聖
人
御
系
図
御
書
』（『
昭
定
』
二
〇
四
五
頁
）

自ﾝ リｲ

神
武ｱ

四
十
五
代
聖
武
天
皇

河
内ﾝ ノ

守
通
行ﾝ ノ

末
葉
遠
江
貫
名
五
郎
重
実
と
云ﾝ フ

ま
で
は
十
一
代
也
。

重
実
其
子
三
人
有ﾝ リﾚ

之
。
嫡
子ﾝ ハ

貫
名
仲
太　

次
男ﾝ ハ

仲
三　

同ﾝ ク

三
男ﾝ ハ

仲

四
是
也
。
依ﾝ テｲ
所
領ﾝ ノ

相
論ﾝ ニｱ

度
度
上
奏ﾝ ヲ

致ﾝ ス

と
云ﾝ ヘ

ど
も
、
依ﾝ テﾚ

無ﾝ キ
ニ

ｲ

奏
シ

致
也
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其
下
知ｱ

合
戦ﾝ ヲ

イ
タ
シ
、
一
族ﾝ ヲ

亡ﾝ ス

事
多ﾝ シﾚ

之
、
然
間
配
所
安
房
国�

東
条
片
海ﾝ ト

云
所ﾝ へ

被ﾚ

配
畢
、
次
男
仲
三
其ﾝ ノ

子ﾝ ニ

日
蓮
是
也
、

　

文
永
元
年
八
月
十
四
日　
　
　

日
蓮
在
御
判

　
　
　

長
亨

（
マ
マ
）二

年
戊
申
七
月
日
奉
写
之 

六
十
七 

日
朝
在
判
』

其
下
知ｱ

合
戦
い
た
し
、
一
族
を
亡ﾝ ス

事
多ﾝ シﾚ

之
。
然ﾝ ル

間
配
所
安
房ﾝ ノ

国

東
条ﾝ ノ

片
海
と
云ﾝ フ

所
へ
被ﾚ

流ﾝ サ

畢ﾝ ン
ヌ。

次
男
仲
三ﾝ ノ

其
子ﾝ ニ

日
蓮
是
也
。

　

文
永
元
年
八
月
十
四
日　
　
　

日
蓮
花
押

【
凡
例
】

＊�

字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
、
そ
れ
以
外
は
正
字
を
用
い
た
。

＊�

返
り
点・

送
り
仮
名・

振
り
仮
名
は
底
本
の
通
り
に
示
し
た
。

＊�

本
文
に
は
読
点
を
つ
け
た
。

＊�

瑞
光
寺
本
を
上
段
、
現
行
本
を
下
段
に
配
し
、
両
本
の
記
載
内

容
を
対
照
さ
せ
る
た
め
、
私
に
改
行
を
行
っ
た
。

＊�

各
丁
表・

裏
の
終
わ
り
を
、
」・

』
で
示
し
た
。

＊�

相
違
箇
所
を
太
字
か
つ
棒
線
を
引
い
て
示
し
た
。

　

右
の
対
照
よ
り
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
瑞
光
寺
本
収
載
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
は
、
現
行
本
と
は
そ
の
分
量
を
大
き
く
異
に
し
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
両
本
の
本
文
を
み
る
と
、
そ
の
相
違
箇
所
は
僅
か
二
字
と
僅
少
で
あ
り
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
両
本
と
も
に
本
文
の
冒
頭
お
よ
び
末
尾
は
合
致
し
て
い
る
が
、
現
行
本
は
「
自
神
武
四
十
五
代
聖
武
天
皇
」
十
一
字
の
後
、
一
字

分
の
空
白
を
挟
ん
で
「
河
内
守
通
行
」
へ
と
続
い
て
お
り
（『
縮
続
』
も
同
様
）、
瑞
光
寺
本
に
み
ら
れ
る
こ
の
間
の
文
を
欠
い
て
い
る
。

な
お
加
藤
文
雅
編
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
（
縮
刷
遺
文
）』
続
集
（
以
下
、『
縮
続
』
と
記
す
）
で
は
「
花
押
」
を
「
在
御
判

（
（1
（

」
と
記
し
て
お
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り
、
瑞
光
寺
本
に
一
致
し
、
ま
た
『
縮
続
』
で
は
、
さ
ら
に
奥
に
「
長
享
二
年
戊
申
七
月
日
奉
写
之 

六
十
七 

日
朝　

判
」
云
云
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
末
尾
も
瑞
光
寺
本
と
一
致
す
る
。

　

で
は
、
瑞
光
寺
本
収
載
『
聖
人
御
系
図
御
書
』、
す
な
わ
ち
日
朝
の
直
筆
を
以
て
転
写
し
た
日
亨
書
写
本
と
現
行
本
の
、
こ
の
よ
う
な
相

違
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
次
に
瑞
光
寺
本
の
「
亨
私
云
」
の
記
述
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

（
三
）『
聖
人
御
系
図
御
書
』
に
対
す
る
日
亨
の
注
記

　

瑞
光
寺
本
で
は
日
朝
写
本
の
書
写
に
続
け
て
、「
亨
私
云
」
と
し
て
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
、
日
亨
の
本
書
に
対
す
る
解
説
並
び
に
種
々
の

疑
点
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。

亨
私
云
、
延
山
蔵ﾝ ニ

此
系
図
朝
師ﾝ ノ

筆
二
軸
有ﾚ
之
、
文
言
全
同
、
一
本ﾝ ニ
ハ

神（
七
三
一
）

亀
八
年
辛
未ﾝ ヲ

消ﾝ シ
テ脇ﾝ ニ

勝（
七
五
六
）

宝
八
年
丙
申ﾝ ト

有ﾚ

之
、
此
御
真
筆
何
方ﾝ ニ

有ﾚ

之
耶
、
録
外ﾝ ニ
モ不

載ﾚ

之
、
更
撿
、

此
書
不
審
多
之
、
○
和
銅ﾝ ハ

非ｲ

聖
武ﾝ ノ

御
代ﾝ ノ

年
号ﾝ ニ
ハ

ｱ

、
人
王
第
四
十
三
元
明
天
皇ﾝ ノ

年
号
也
、
和（

七
〇
八
）

銅
元
年
戊
申
也
、
非ｲ

七
年ｱ

、
七
年ﾝ ハ

甲
寅

也
、
年
代
記
中
卅
九

丁

往
考
、
同
上
七
云
、
聖
武
天
皇ﾝ ハ

和（
七
一
四
）

銅
七
年
為ｲ

皇
太
子ｱ

、
時
年
十
四
已上

、
然ﾝ ハ

此
書
戊
申ﾝ ノ

二
字
誤
也
、
可ﾚ

作ﾝ ルｲ

甲

寅ﾝ ニｱ

、
神
亀
元
年
甲子

年
二
月
四
日
即
位
、
年
代
記
中
四
十
同ﾚ

之
、
勝（

七
四
九
）

宝
元
年
己
丑ﾝ ト
ハ天

平
勝
宝
元
年
己
丑
也
、

仰
喜
天
皇ﾝ ト

者
、
此
名
未ﾚ

撿
、
第
四
十
五ﾝ ハ

聖
武
、
第
四
十
六ﾝ ハ

孝
謙
也
、
年
代
記
中
四
十
一
丁
此ﾝ ノ

仰
㐂ﾝ ト

者
指ﾝ スｲ

孝
謙
天
皇ｱ

歟
、
若
尒
下ﾝ ニ

別ﾝ ニ

挙ﾝ クｲ

孝
謙ｱ

更
詳
、
奉ﾚ

譲
者
、
此ﾝ ノ

奉ﾝ ノ

字ﾝ モ

不
審
也
、
孝
謙
天
皇ﾝ ニ
ハ無ﾚ

子
、
至ﾝ トｲ
第
五ﾝ ノ

皇
子
者
、
指ｲ

養
子
歟
、
更
詳
、

○
註ﾝ ニ

云ｲ

諱
首ｱ

、
然
神
武
天
皇
已
来
皆
有ﾚ

諱
、
今
云ﾚ

首ﾝ ト

更
詳
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井セ
イ

徳
親
王
并ﾝ ニ

勧
学ﾝ ノ

宮・

𩺝ﾝ ノ

大
臣
、
更
詳
、
続
日
本
記
王
代
一
覧
」
年
代
記
等
不ﾚ

見ｲ

此ﾝ ノ

名ｱ

、
又
𩺝ﾝ ノ

字
撿ﾝ ス
ル
ニ

ｲ

字
書ﾝ ヲｱ

無
之
、
倭
字
歟
、

作ﾝ リ

字
歟
、
更
詳
、
又
孝
謙ﾝ ヲ

之
謙ﾝ ヲ

作ﾚﾝ

又
作
嫌

鎌
ニ

又
誤
也
、
ハ
タ
エﾝ ノ

将
軍ﾝ ト

者
更
撿
、
上ﾝ ニ

云ｲ

他
国ｱ

此ﾝ ノ

名
似ﾝ タ
リ

ｲ

倭
名ﾝ ニｱ

、
𩺝ﾝ ノ

大
臣ﾝ ニ

賜ｲ

三
国
姓ｱ

号ｲ

河

内
守
通
行
并
退ﾝ ケｲ

夷
敵ﾝ ヲｱ

賜ｲ

大
国ｱ

等ﾝ ノ

事
、
更
撿
、
続
日
本
記
等ﾝ ニ

不ﾚ

挙ﾚ

之
、
彼ﾝ ニ
ハ少

事
猶ﾝ ヲ

記ﾝ スﾚ

之
、
此ﾝ ノ

大
功
勲ﾝ ノ

事
有ﾝ ハﾚ

之
者
、
何
不ﾚ

挙ﾚ
之
耶
、
又
神
亀
八
年
辛
未
九
月
十
三
日ﾝ ト

者
、
神
亀ﾝ ノ

年
号ﾝ ハ

聖
武
天
皇
践
祚ﾝ ノ

最
初ﾝ ノ

年
号ﾝ ニ
シ
テ、

在ﾝ リｲ

孝
謙
御
治
世
廿
五
年
前ﾝ ニｱ

、
今
為ｲ

孝
謙ﾝ ノ

時ｱ

甚ﾝ タ

不
審
也
、
又
神
亀ﾝ ハ

五
年ﾝ ニ
テ改

元ﾝ ナ
リ、

今
云ｲ

八
年ｱ

又
不
審
也
、
又
脇
書ﾝ ニ

云ｲ

勝
宝
八
年
丙
申ﾝ トｱ

、
是ﾝ ハ

孝
謙ﾝ ノ

年
号
也
、
年
代
記
申
四
十
二
丁
、

然
此
年ﾝ ニ

退ﾚ

敵
之
事
続
日
本
紀
等ﾝ ニ

不ﾚ

見ﾚ

之
、
又
可ﾝ トﾚ

至ｲ

大
政
大
臣
摂
政
関
白ｱ

者
、
是
亦
高
上
過
多
也
、
又
重
実
其
子
三
人
有ﾚ

之

者
、
化
導
記
上
二
丁
云
、
然ﾝ ニ

重
実ﾝ ニ

二
人ﾝ ノ

子
有ﾝ リ

、
長
男ﾝ ハ

不ﾚ

知ﾚ

之
、』
次
男
貫
名
次
郎
重
忠ﾝ ニ

五
人ﾝ ノ

子
有ﾚ

之
、
一ﾝ ハ

藤
太
、
二ﾝ ハ

幼
少ﾝ ニ
シ
テ死ﾝ 下
ヘ
リ、

三ﾝ ハ

仲
三
郎
、
四ﾝ ハ

元
祖
聖
人
也
、
五ﾝ ハ

藤
平
云
々
、
系
図ﾝ ニ
シ
テ重

実
三
人ﾝ ノ

子ﾝ ノ

名
列ﾚ

之
、ﾝ

上
二
丁

化
導
記ﾝ ニ

云ｲ

二
人ｱ

、
又
云ｲ

長
男
不ﾝ トﾚ

知ﾚ

之ｱ

、
又
以ﾝ テｲ

仲
三ｱ

為ﾝ スｲ

元
祖ﾝ ノ

兄ア
ニﾝ 　
ト

ｱ

、
系
図ﾝ ニ
ハ為ｲ

慈
父ﾝ ノ

名ﾝ トｱ

、
若ﾝ シ

系
図
分
明ﾝ ナ
ラ
ハ者
化
導
記
何ﾝ ヲ

不ﾝ ルﾚ

依ﾚ

之
耶
、
又
何ﾝ ヲ

異
説ﾝ ニ

不ﾝ ルﾚ

挙ﾚ

之
耶
、
又
安
房
国
配
流ﾝ ノ

所

以
、
化
導
記
上ﾝ ニ

云ｲ

平
家ﾝ ノ

乱ﾝ トｱ

、
長
禄
寛
正
記ﾝ ニ
ハﾝ

本
法
寺

日
親
上
人ﾝ ノ

説ﾝ ニ

云ｸ

与ｲ

力ﾝ ス
ル伊

勢
平
氏ﾝ ニｱ

故ﾝ トｶ

、
小
湊ﾝ ノ

系
図ﾝ ニ
ハ云ｲ

人
王
八
十
五
代
土
御
門ﾝ ノ�

院ﾝ ノ

御
宇
建
仁
三
年
五
月
七
日
房
州
小
湊
流
人ｱ
、
今ﾝ ノ

系
図ﾝ ニ
ハ云ｲ

所
領
相
論
故ｱ

○
大

ニ

相
違
、
更
詳
、
又
大
系
図・

小
湊ﾝ ニ

系
図・

長
禄
寛�

正
記
等
云ｲ

藤
原
之
裔ﾝ トｱ

、
此ﾝ ヲ

系
図
并
註
画
讃
云ｲﾝ
三
国
氏

聖
武
天
皇ﾝ ノ

之
裔ﾝ トｱ

、
更
詳
、

続
日
本
記・

聖
武ﾝ ノ

紀ﾝ ハ

従ｲ

第
十ｱ

至ｲ

第
十
七ﾝ ニｱ

、
孝
謙
紀ﾝ ニ

従ｲ
第
十
八ｱ

至ｲ

第
二
十ｱ

、
孝
謙
重
祚ﾝ ノ

名ｲ

称
徳
天
皇ｱ

、
従ｲ

第
二
十
六ｱ

至ｲ

第
三
十ｱ

、
此
中ﾝ ニ

不ﾚ

見ｲ

」
系
図
所
列ﾝ ノ

事ﾝ ヲｱ

、
更
撿
、
勝
宝
八
年
丙
申ﾝ ノ

紀ﾝ ハ

続
日
本
紀
第
十
九
十
六
已
下
都ﾝ テ

無ﾝ シｲ

此ﾝ ノ

事
、
又
王
代
一
覧
二
十三

聖

武
、
同
十八

孝
謙
、
同
廿五

称
徳ﾝ ノ

下ﾝ ニ

亦
無ｲ

此ﾝ ノ

事ｱ

、
更
詳
、』

略
伝ﾝ

ニ
ハ

云ﾚ

避ｲ

平
代
之
逆ﾝ

ヲ

ｱ
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【
凡
例
】

＊
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
、
そ
れ
以
外
は
正
字
を
用
い
た
。

＊
返
り
点・

送
り
仮
名・

振
り
仮
名
は
底
本
の
通
り
に
示
し
た
。

＊
傍
書・
○
に
よ
る
字
句
の
挿
入
は
、
底
本
の
通
り
に
示
し
た
。

＊
本
文
に
は
読
点・

並
列
点
を
つ
け
た
。

＊
底
本
の
通
り
改
行
は
せ
ず
追
い
込
ん
だ
。

＊
各
丁
表・

裏
の
終
わ
り
を
、」・

』
で
示
し
た
。

＊
編
者
の
注
記
は
（　

）
で
括
っ
た
。

＊�

日
亨
が
参
照
し
た
日
蓮
聖
人
の
伝
記
類
に
つ
い
て
は
書
名
を
太

字
で
示
し
た
。

　

ま
ず
、『
亨
師
目
録
』
記
載
の
ご
と
く
身
延
山
に
は
行
学
院
日
朝
筆
の
本
系
図
が
二
軸
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
は
文
言
を
同
じ
く
す
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
と
し
て
伝
わ
る
本
系
図
に
対
し
て
、
そ
の
真
筆
の
所
在
、
録
外
に
も
載
録
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
疑
点
と
し
て
挙
げ
、
さ
ら
に
よ
く
調
べ
る
必
要
性
の
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
こ
の
書
に
は
不
審
が
多

い
こ
と
を
詳
述
し
、
日
蓮
聖
人
の
「
家
系
」「
安
房
国
配
流
の
理
由
」「
源
流
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
伝
記
類
の
説
と
対
照
し
て
そ
の
内
容

に
検
討
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
、『
元
祖
化
導
記
』『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』『
蓮
公
薩
埵
略
伝
』『
長
禄
寛
正
記
』『
小

湊
系
図
』『
大
系
図
』
で
あ
り
、
本
系
図
の
説
と
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

日
蓮
聖
人
の
「
家
系
」
に
つ
い
て
は
、
行
学
院
日
朝
が
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
に
著
し
た
『
元
祖
化
導
記
』
の
説
を
引
用
し
た
上
で
、

『
元
祖
化
導
記
』
は
重
実
の
子
を
二
人
と
す
る
こ
と
、
そ
の
次
男
重
忠
に
は
五
人
の
子
が
あ
っ
て
、
第
三
子
を
仲
三
郎
、
第
四
子
を
日
蓮
聖

人
と
す
る
の
に
対
し
て
、『
御
系
図
御
書
』
は
重
実
の
子
を
三
人
と
し
、『
元
祖
化
導
記
』
で
は
兄
と
す
る
仲
三
を
慈
父
の
名
と
し
て
い
る

こ
と
を
挙
げ
、『
御
系
図
御
書
』
に
疑
義
が
な
け
れ
ば
な
ぜ
本
書
の
書
写
者
で
あ
る
日
朝
が
こ
の
説
を
用
い
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
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異
説
と
し
て
本
書
の
説
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
安
房
国
配
流
の
理
由
」
に
つ
い
て
は
、『
元
祖
化
導
記
』『
長
禄
寛
正
記
』『
小
湊
系
図
』『
蓮
公
薩
埵
略
伝
』
の
説
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
、

本
『
御
系
図
御
書
』
が
所
領
を
巡
る
争
論
の
ゆ
え
の
配
流
と
す
る
こ
と
と
大
い
に
異
な
る
こ
と
を
述
べ
、「
源
流
」
に
つ
い
て
は
、『
大
系

図
』『
小
湊
系
図
』『
長
禄
寛
正
記
』
等
で
は
「
藤
原
氏
の
末
裔
」
と
す
る
の
に
対
し
、
本
『
御
系
図
御
書
』
お
よ
び
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』

は
「
聖
武
天
皇
の
末
裔
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
配
流
の
理
由
と
同
じ
く
「
更
詳
」
と
、
さ
ら
に
詳
し
く
明
ら
か
に
し
て
い
く
べ
き
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
年
代
や
干
支
に
対
す
る
誤
り
の
指
摘
、『
続
日
本
紀
』
等
の
史
書
と
の
対
照
の
上
に
史
実
に
な
き
記
述
へ
の
疑
難
な
ど
も
み
ら

れ
、
日
亨
が
自
ら
書
写
し
た
史
料
の
内
容
に
ま
で
言
及
し
、
綿
密
な
考
証
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（1
（

。

（
四
）
現
行
本
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
の
底
本

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
上
に
お
い
て
、
先
行
研
究
に
お
け
る
本
書
の
伝
来
に
関
す
る
問
題
点
、
並
び
に
瑞
光
寺
本
と
現
行
本
と
の
相
違

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　

先
引
の
『
縮
続
』
が
拠
っ
た
古
写
本
が
有
す
る
奥
書
に
改
め
て
着
目
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、
①
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
の
説
と
『
元
祖

化
導
記
』『
小
湊
系
図
』『
大
系
図
』『
長
禄
寛
正
記
』『
蓮
公
薩
埵
略
伝
』
の
説
と
が
大
い
に
異
な
る
こ
と
、
②
こ
の
御
書
の
真
偽
に
つ
い

て
は
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
③
年
代
や
干
支
等
の
記
載
に
つ
い
て
も
事
実
と
相
違
が
あ
る
こ
と
、
④
安
房
国
配
流
の

理
由
に
つ
い
て
も
『
長
禄
寛
正
記
』
の
説
と
少
し
く
異
な
る
こ
と
、
こ
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
ら
の
相
違
箇
所
の
指
摘
に
つ
い

て
は
「
如
別
記
云
云
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
別
に
記
し
た
も
の
が
存
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（ 129 ）

深
草
瑞
光
寺
所
蔵
『
宗
祖
一
代
本
尊
鑑
』（
二
）（
桑
名
法
晃
）



　

そ
こ
で
、
こ
の
奥
書
記
載
の
諸
点
と
前
項
で
確
認
を
行
っ
た
日
亨
の
注
記
内
容
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
次
の
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

・
�

古
写
本
奥
書
で
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
と
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
る
諸
伝
記
類
が
、
日
亨
が
対
照
し
考
察
を
行
っ
た
そ
れ
と
す
べ
て
一

致
す
る
こ
と
。

・
�

古
写
本
奥
書
で
挙
げ
ら
れ
る
相
違
点
が
、
い
ず
れ
も
日
亨
が
疑
点・

相
違
点
と
し
て
論
じ
て
い
る
こ
と
と
一
致
す
る
こ
と
。

・
�「

更
詳
」
と
い
う
表
記
も
、
日
亨
が
注
記
箇
所
に
お
い
て
多
用
し
て
い
る
表
現
で
あ
る
こ
と
。

・
�「

別
記
の
如
し
」
云
云
と
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
他
に
詳
細
な
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
。

・
�

ま
た
、
古
写
本
の
本
文
（
現
行
本
も
同
）
の
み
で
は
、「
年
代
干
支
等
相
違
有
之
」
と
あ
る
年
代・

干
支
の
問
題
が
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
。

　

以
上
の
諸
点
か
ら
、
古
写
本
奥
書
は
、
日
亨
の
注
記
を
簡
潔
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
り
、「
如
別
記
」
と
は
日
亨
の
私
釈
を
指
す
も
の
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
古
写
本
の
書
写
者
は
も
と
も
と
こ
の
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
の
記
載
内
容
す
べ
て
を
書
写
す
る
こ
と
を
目
的
と
せ
ず
、

ま
ず
御
書
本
文
の
冒
頭
十
一
字
を
書
き
写
し
た
後
、
以
下
省
略
し
て
末
尾
数
行
を
書
写
し
、
本
文
に
続
く
日
亨
の
注
記
箇
所
に
つ
い
て
も

要
点
の
み
を
簡
略
に
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
行
本
と
瑞
光
寺
本
収
載
の
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
本
文
の
相
違
に
つ
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
事
由
が
認
め
ら
れ
、『
縮
続
』
の
拠
っ
た
古
写
本
は
、
瑞
光
寺
本
系
統
の
写
本
を
底
本
と
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
『
縮
続
』
の
拠
っ
た
古
写
本
が
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
か
は
、
そ
の
記
載
が
な
い
た
め
定
か
で
は
な
い
が
、
瑞
光
寺
系
統
本
の
写

本
は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
時
点
で
少
な
く
と
も
日
亨
自
筆
本
と
日
禅
書
写
本
三
本
の
計
四
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
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い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
転
写
さ
れ
た
写
本
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）『
聖
人
御
系
図
御
書
』
と
『
当
家
宗
旨
名
目
』
と
の
関
係

　
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
は
先
述
の
通
り
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
成
立
の
『
当
家
宗
旨
名
目
』
に
、
そ
の
書
名・

引
用
が
確
認
さ
れ
る

が
、『
当
家
宗
旨
名
目
』
所
引
の
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
と
現
行
本
と
に
は
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

・
�

宗
旨
名
目
の
記
述
が
系
図
御
書
に
依
つ
た
こ
と
は
、
そ
の
文
面
に
明
か
な
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
進
ん
で
系
図
御
書
を
敷
衍
し
た
も

の
で
あ
る

（
（1
（

。

・
�『

当
家
宗
旨
名
目
』
は
、『
系
図
御
書
』
を
文
字
通
り
御
書
と
し
て
用
い
つ
つ
、
三
国
通
行
の
他
国
征
伐
を
描
い
て
聖
人
の
蒙
古
退
治

と
重
ね
合
わ
せ
る
な
ど
、
さ
ら
に
伝
説
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
る

（
（1
（

。

　

い
ず
れ
も
、『
当
家
宗
旨
名
目
』
は
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
を
御
書
と
し
て
用
い
、
そ
の
説
に
拠
っ
て
い
る
が
、『
聖
人
御
系
図
御
書
』

に
は
記
載
の
な
い
内
容
を
も
独
自
に
付
加
し
、
日
蓮
聖
人
の
家
系
に
つ
い
て
伝
説
を
ふ
く
ら
ま
せ
展
開
し
て
い
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
従
来
『
当
家
宗
旨
名
目
』
と
対
照
が
行
わ
れ
て
き
た
『
昭
定
』
所
収
の
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
は

本
文
の
半
分
以
上
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、『
当
家
宗
旨
名
目
』
所
引
の
内
容
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
瑞
光
寺
本
収
載
の
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
と
『
当
家
宗
旨
名
目
』
に
お
け
る
当
該
箇
所
と
の
対
照
を
行
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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瑞
光
寺
本
『
聖
人
御
系
図
御
書
』

　

△
聖
人
御
系
図
御
書

自ｲ
神
武ｱ
四
十
五
代
聖
武
天
皇
治
二
十
五
年
諱首

、
和
銅
七
年
戊申

五
月

七
日
立ｲ
春ト

ヲ

宮ﾝ ニｱ
給
、
神
亀
元
年
甲子

二
月
四
日
御
即
位
、
勝
宝
元
年
己丑

御
位ﾝ ヲ

仰
喜
天
皇ﾝ ニ

奉ﾝ リﾚ
譲ﾝ リ

、

自ｲ

仰
喜
天
皇ｱ

至ｲ

第
五ﾝ ノ

皇
子
、
号ﾝ スｲ
井せ

い

徳
親
王ﾝ トｱ

、
御
子
二
人
在ﾚ

之
、
一
人
者
勧
学
宮
、
一
人
者
𩺝ゲ
キﾝ 　
ノ大

臣
也
、

孝
鎌
天
皇ﾝ ノ

御
宇ﾝ ニ

始ﾝ テ

成ﾝ ルｲ

臣
下ｱ

、
其
故
在
之
、
孝
謙
天
皇
之
御
宇ﾝ ニ

他

国ﾝ ヨ
リ日

本ﾝ ヲ

討
随ﾝ ヘ
ム
ト云

、
其
将
軍ﾝ ヲ
ハハ

タ
エﾝ ノ

将
軍ﾝ ト

号ﾝ ス

、
爰

コ
ヽ
ニ

討
手ﾝ ヲ

𩺝ﾝ ノ

大
臣ﾝ ニ

給ﾝ フ

、
其ﾝ ノ

時
大
臣ﾝ ニ

三
国ﾝ ト

云
姓ﾝ ヲ

給ﾝ ハ
ル、

河
内
守
道ミ

チ
ユ
キ行

ﾝ ト

号ﾝ ス

、
神
亀
八
年
辛未

九
月
十
三
日ﾝ ニ

、
他
国ﾝ ニ

行
向ﾝ テ

、�

達ｲ

本
望ｱ

、
敵
四
方ﾝ ニ

退
散ﾝ ス

、
天
下
安
穏ﾝ ニ
シ
テ、

政
事
直ﾝ シ

、
此
勧
賞ﾝ ニ
ハ

至ｲ

大
政
大
臣ｱ

摂
政
関
白
思
様
ナ
ル
ヘ
シ
ト
云
ヘ
ト
モ
、
文
武
二

道ﾝ ノ

中
、
乱
世
則
以ﾚ

武
為ｲ

第
一ｱ

、
此
故
不ﾚ

至ｲ

大
政
大
臣ｱ

―
、

元
禄
八
年
版
本
『
当
家
宗
旨
名
目
』

自ｲ

神
武ｱ

四
十
五
聖
武
治
二
十
五
諱首

、
和
銅
七
年
戊申

五
月
七
日
立ｲ

春ト
ウ

宮ｱ

、
神
亀
元
年
甲子

二
月
四
日
御
即
位
、
勝
宝
元
年
己丑

御
位ﾝ ヲ

仰
喜

天
皇ﾝ ニ

奉ﾚ

譲
、

人
皇
四
十
五
代
聖
武
天
皇
天
下ﾝ ヲ

治ﾝ メ

給
事
廿
五
年
也
、
其
後
仰
喜
天

皇ﾝ ニ

位ﾝ ヲ

奉ﾚ

譲
給ﾝ フ

、

此
天
皇ﾝ ヨ
リ第

五ﾝ ノ

王
子ﾝ ニ

井セ
イ

徳ﾝ ノ

親
王ﾝ ト

申ﾝ ス

、
御
子
二
人
御
座ﾝ ス

也
、
一
人ﾝ ヲ
ハ勧

学ﾝ ノ

宮
、
一
人ﾝ ヲ
ハ

𩺝ケ
キﾝ 　
ノ大

臣ﾝ ト

申
也
、

四
十
五
代ﾝ ノ

王ﾝ ヲ
ハ孝

謙
天
皇ﾝ ト

申
也
、
此
王ﾝ ノ

付ﾝ キ

始
臣
下ﾝ ニ

成
玉ﾝ フ

也
、
此
孝
謙

天
皇ﾝ ノ

御
時
他
国ﾝ ヨ
リ此

国ﾝ ヲ

計ﾝ ン
トス

ル
、
其
時
他
国ﾝ ノ

将
軍ﾝ ヲ
ハハ

タ
ヱ
将
軍ﾝ ト

云

也
、
爰ﾝ ニ

此
討
手ﾝ ヲ

𩺝
大
臣ﾝ ニ

仰
給
也
、
其
時
大
臣ﾝ ニ

三ミ

国ク
ニﾝ 　
ト云

姓ﾝ ヲ

給ﾝ ハ
ル、

河
内
守
通
行ﾝ ト

名
乗
也
、
神
亀
八
年
辛未

九
月
十
三
日ﾝ ニ

他
国ﾝ ニ

向ﾝ テ

本
意ﾝ ヲ

遂ﾝ ケ

敵
四
方ﾝ ニ

退
散ﾝ ス
ル也

、
其
時ﾝ ノ

勧
賞
思
様
可ﾝ トﾚ

成
宣ﾝ ヘ
ト
モ
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只
地
下ﾝ ノ

身ﾝ ニ

在ﾝ テ

、
君ﾝ ヲ

守
護ﾝ シ

奉ﾝ ル

所ﾝ ノ

勧
賞ﾝ ニ
ハ、

大
国
ア
マ
タ
賜ﾝ ル

、
遠
江
国ﾝ ハ

、

子
孫
マ
テﾝ ト

御
約
束
深ﾝ シ

、

河
内
守
通
行
末
葉
遠
江
貫
名ﾝ ノ

五
郎
重シ

ケ
サ
ネ実ﾝ ト

云 

マ
テ
ハ
十
一
代
也
、

重
実
其ﾝ ノ

子
三
人
在ﾚ

之
、
嫡
子ﾝ ニ

貫
名
仲
太
、
次
男
仲
三
、
同ﾝ キ

三
男
仲

四
是
也
、
依ｲ

所
領
相
論ﾝ ニｱ

、
度
々
上
訴
給

ハ
ル

ト
云
ヘ
ト
モ
、
依ﾚ

無ｲ

其
下
知ｱ

、
合
戦ﾝ ヲ

イ
タ
シ
一
族ﾝ ヲ

亡ﾝ ス

事
多ﾝ シﾚ

之
、
然
間
配
所
安
房
国
東

条
片
海ﾝ ト

云
所ﾝ へ

被ﾚ

配
畢
、

次
男
仲
三
其ﾝ ノ

子ﾝ ニ

日
蓮
是
也
、

　

文
永
元
年
八
月
十
四
日　

日
蓮
在
御
判

只
地
下ﾝ ノ

身ﾝ ニ
シ
テ君ﾝ ヲ

守
護ﾝ シ

奉ﾝ ル

ヘ
シ
ト
テ
勧
賞ﾝ ニ
ハ大

国
数
多
給ﾝ ハ
ル也

、
中ﾝ ニ
モ遠

江
国ﾝ ハ

子
孫
迄ﾝ ト
ノ御

約
束
也
、

河
内
守
通
行ﾝ ノ

末
葉ﾝ ニ

遠
江
守
貫
名ﾝ ノ

五
郎
重
実ﾝ ト

云
迄ﾝ ハ

十
一
代
也
、
此
重

実ﾝ カ

其
子
三
人
有
之
。
嫡
子ﾝ ヲ
ハ貫

名
仲
太
、
次
男ﾝ ヲ
ハ仲

三
、
三
男ﾝ ヲ
ハ仲

四

也
、
所
領ﾝ ヲ

論ﾝ ス
ル程ﾝ ニ

其
下
知
ナ
キ
ニ
依ﾝ テ

合
戦ﾝ ヲ

出ﾝ シ

一
族ﾝ ヲ

滅ホ
ロ
ホﾝ シ

候
、
去ﾝ ル

間
第

二ﾝ ノ

仲
三ﾝ ヲ
ハ安

房
国
東
条ﾝ ノ

片カ
タ

海ﾝ ト

云
処ﾝ へ

流ﾝ シ

畢ﾝ ヌ

、

仍ﾝ テ

日
蓮
大
聖
人ﾝ ハ

此
仲
三ﾝ ノ

御
子ﾝ ニ
テ御

座ﾝ ス

也
、

依
之
三
国
遠
江
ヌ
キ
ナ
仲
三ﾝ ト

継
図ﾝ ハ

有ﾚ

之
也
、
此
事
系
図
御
書ﾝ ニ

見ﾝ タ
リ、

彼
御
書ﾝ ヲ

能
々
可
奉
習
者
也
、
其
御
書ﾝ ニ

曰ﾝ ク

次
男
仲
三ﾝ カ

其
子ﾝ ニ

日
蓮
是
也
、

文
永
元
年
八
月
十
四
日
日
蓮
在
御
判
云
々

（
（1
（

＊『
当
家
宗
旨
名
目
』
は
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
に
拠
り
、
本
文
に
は
読
点
を
つ
け
た
。

＊
諸
本
の
記
載
内
容
を
対
照
さ
せ
る
た
め
、
私
に
改
行
を
行
っ
た
。

　

瑞
光
寺
本
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
と
『
当
家
宗
旨
名
目
』
の
当
該
箇
所
を
対
照
す
る
と
、
字
句
が
異
な
る
部
分
も
多
い
が
、
そ
の
内
容

は
概
ね
一
致
す
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
記
述
の
伝
説
を
敷
衍
し
、『
当
家
宗
旨
名
目
』
が
独
自
に
付
加
し
た
内
容

奏
シ

致
也
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と
し
て
指
摘
さ
れ
た
三
国
通
行
の
他
国
征
伐
の
事
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
日
朝
写
本
に
は
す
で
に
存
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『
当
家
宗
旨
名
目
』
に
は
、
こ
の
版
本
と
は
異
本
の
写
本
が
身
延
文
庫
に
伝
わ
っ
て
い
る
（
身
延
山
久
遠
寺
第
十
三
世
宝
聚
院
日
伝
（
一
四

八
二
～
一
五
四
八
）
の
所
持
銘
を
有
す
る
）
が
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
の
内
容
も
や
は
り
瑞
光
寺
本
『
聖
人
御
系

図
御
書
』
と
は
文
言
の
異
な
り
が
多
く
認
め
ら
れ
、
写
本
よ
り
も
版
本
の
記
述
の
方
が
瑞
光
寺
本
と
合
致
す
る
箇
所
が
多
い

（
（2
（

。
日
朝
の
書

写
は
、『
当
家
宗
旨
名
目
』
の
成
立
よ
り
二
十
七
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、『
当
家
宗
旨
名
目
』
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
は
必
ず
し
も
否
定

で
き
な
い
が
、
文
言
の
相
違
も
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
朝・

日
実
と
も
に
当
時
流
布
し
て
い
た
御
書
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
に
拠

り
、
そ
れ
ぞ
れ
書
写・

引
用
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
『
当
家
宗
旨
名
目
』
は
奇
瑞
や
伝
説
的
要
素
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

（
（2
（

、『
聖
人
御
系
図
御
書
』
に
つ
い
て

い
え
ば
、
日
実
は
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
を
文
字
通
り
御
書
と
し
て
用
い
、
本
文
記
載
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

四
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
京
都
深
草
瑞
光
寺
所
蔵
『
宗
祖
一
代
本
尊
鑑
』
収
載
の
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
に
着
目
し
、
そ
の
本
文
並
び
に
「
亨

私
云
」
の
注
記
に
つ
い
て
史
料
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
現
行
本
と
の
相
違
お
よ
び
現
行
本
の
底
本
に
つ
い
て
、
ま
た
先
行
研
究
に
お
い

て
指
摘
さ
れ
る
『
当
家
宗
旨
名
目
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

　

日
亨
は
日
蓮
聖
人
真
筆
大
曼
荼
羅
の
臨
写
を
行
っ
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
が
、
諸
山
伝
来
の
真
筆
大
曼
荼
羅
を
書
写
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
を
系
年
順
に
配
列
し
た
り
、
収
集
し
た
大
曼
荼
羅
の
表
記
の
違
い
に
着
目
し
私
釈
を
加
え
て
い
た

（
（2
（

。
今
回
考
察
を
行
っ
た
『
聖
人

御
系
図
御
書
』
に
お
い
て
も
、
単
に
諸
山
所
蔵
の
諸
史
料
を
書
写
す
る
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
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は
文
献
学
的
考
証
を
行
う
と
い
う
意
図
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、『
聖
人
御
系
図
御
書
』
に
対
す
る
私
釈
で
は
、
年

号・
干
支
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
、
そ
の
誤
り
や
不
審
な
点
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
、
史
書
や
日
蓮
聖
人
の
諸
伝
記
類
等
と

比
較
対
照
し
考
察
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
、
日
亨
の
学
匠
と
し
て
の
側
面
を
は
っ
き
り
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
（2
（

。

　

ま
た
、
瑞
光
寺
系
統
本
の
流
布
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
『
妙
宗
先
哲
本
尊
鑑
』
等
後
世
の
大
曼
荼
羅
研
究
に
対
し
て
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た

（
（2
（

が
、『
聖
人
御
系
図
御
書
』
に
お
い
て
も
日
亨
の
私
釈
を
有
す
る
書
写
本
が
、『
昭
和
定
本
』
所
収
の
現

行
本
の
底
本
と
な
る
な
ど
後
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、『
宗
祖
一
代
本
尊
鑑
』
の
有
す
る
史
料
的
価
値
の
高
さ
を
改
め
て
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注（
１
）	

拙
稿
「
深
草
瑞
光
寺
所
蔵
『
宗
祖
一
代
本
尊
鑑
』（
二
）
―
遠
沾
院
日
亨
『
御
本
尊
鑑
』
と
の
関
連
を
中
心
に
―
」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部

紀
要
』
第
二
十
一
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
２
）	

藤
井
教
雄
編
『
御
本
尊
鑑　

遠
沾
院
日
亨
上
人
』（
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
七
〇
年
、
一
九
九
九
年
再
版
）。「
正
中
山
法
花
経
寺
御
霊
宝
目

録
」
は
一
九
四
～
一
九
六
頁
に
、「
身
延
五
世
日
台
聖
人
夢
想
記
」
は
二
〇
五
～
二
〇
七
頁
、「
譲
渡　

春
乙
丸
」
は
「
譲
状
」
と
し
て
二
〇
七

～
二
〇
九
頁
に
収
録
さ
れ
る
。

（
３
）	

日
亨
の
『
西
土
蔵
宝
物
録
』
は
、
望
月
真
澄・

木
村
中
一
編
『
身
延
山
資
料
叢
書
二　

目
録
集
二
』（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇

一
二
年
）
に
拠
っ
た
。
同
書
五
〇
頁
。

（
４
）	

望
月
真
澄・

木
村
中
一
編
『
身
延
山
資
料
叢
書
二　

目
録
集
二
』
五
五
～
五
六
頁
。

（
５
）	

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
改
訂
増
補
版
（
総
本
山
身
延
久
遠
寺
一
九
八
八
年
）
二
〇
四
五
頁
。

（
６
）	

加
藤
文
雅
編
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
（
縮
刷
遺
文
）』
続
集
（
祖
書
普
及
期
成
会
、
一
九
〇
四
年
）
二
〇
六
頁
。

（
７
）	

右
同
。『
昭
定
』
二
〇
四
五
頁
に
も
注
記
さ
れ
る
。
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（
８
）	

浅
井
要
麟
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
四
五
年
）
所
収
。
初
出
は
『
大
崎
学
報
』
第
八
三
号
、
一
九
三
三
年
。

（
９
）	

浅
井
要
麟
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
五
〇
九
頁
。

（
10
）	
右
同
五
一
二
頁
。

（
11
）	
右
同
五
一
二
～
五
一
三
頁
参
照
。

（
12
）	

新
倉
善
之
「
日
蓮
伝
小
考
―
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
の
成
立
と
そ
の
系
譜
」（『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
』
第
十
号
、
一
九
五
九
年
）
で
は
、

「
室
町
中
期
頃
に
は
非
常
に
家
系
と
云
う
も
の
が
重
視
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
日
蓮
の
名
声
と
共
に
彼
の
俗
系
に
つ
い
て
も
こ
の
頃
を
起
点
と
し

て
注
目
さ
れ
出
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
察
し
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
こ
の
期
に
偽
作
さ
れ
た
も
の
が
『
聖
人
御
系
図
御
書
』

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」（
一
二
七
頁
）
と
し
て
い
る
。

（
13
）	

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典　

歴
史
篇
』（
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
八
五
年
）
五
五
二
頁
。

（
14
）	「
御
書
シ
ス
テ
ム
」
二
〇
二
〇
年
版
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
解
題
。
な
お
、
日
朝
が
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
九
月
に
著
し
た
『
元
祖
化
導

記
』
で
は
、『
聖
人
御
系
図
御
書
』
と
は
異
な
る
系
図
内
容
が
「
或
記
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
指
摘
は
、
浅
井
要
麟
『
日
蓮
聖
人
教

学
の
研
究
』
五
〇
五
頁
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典　

歴
史
篇
』
五
五
三
頁
に
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
の
言

で
あ
る
。

（
15
）	

加
藤
文
雅
編
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
（
縮
刷
遺
文
）』
続
集
二
〇
六
頁
。

（
16
）	

日
亨
の
挙
げ
る
疑
難
は
、
本
文
中
で
も
少
し
く
触
れ
た
浅
井
要
麟
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
に
み
ら
れ
る
『
聖
人
御
系
図
御
書
』
の
内
容

に
対
す
る
疑
点
と
共
通
す
る
も
の
が
み
ら
れ
、
日
亨
が
文
献
学
的
考
察
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

（
17
）	

浅
井
要
麟
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
五
〇
五
頁
。
棒
線
は
筆
者
が
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
18
）	

川
上
大
隆・

都
守
基
一
「
本
成
房
日
実
著
『
当
家
宗
旨
名
目
』
の
翻
刻
」（『
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
五
号
、
二
〇
一
三
年
）
一
五
〇
頁
。
棒
線

は
右
同
。

（
19
）	『
当
家
宗
旨
名
目
』
十
八
丁
裏
～
十
九
丁
表
。

（
20
）	

身
延
文
庫
所
蔵
『
当
家
宗
旨
名
目
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
川
上
大
隆・
都
守
基
一
「
本
成
房
日
実
著
『
当
家
宗
旨
名
目
』
の
翻
刻
」
二
三

～
二
四
頁
を
参
照
。

（
21
）	

川
上
大
隆・

都
守
基
一
「
本
成
房
日
実
著
『
当
家
宗
旨
名
目
』
の
翻
刻
」
一
五
一
頁
。
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（
22
）	

拙
稿
「
深
草
瑞
光
寺
所
蔵
『
宗
祖
一
代
本
尊
鑑
』（
二
）
―
遠
沾
院
日
亨
『
御
本
尊
鑑
』
と
の
関
連
を
中
心
に
―
」
参
照
。
瑞
光
寺
本
の
内
容

構
成
①
「
四
天
大
王
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

（
23
）	
瑞
光
寺
本
収
載
の
身
延
山
伝
来
史
料
、
⑧
「
身
延
五
世
日
台
聖
人
夢
想
記
」
お
よ
び
⑨
「
譲
渡　

春
乙
丸
」
に
対
し
て
も
、
日
亨
の
私
釈
が

あ
り
、
特
に
⑨
に
対
し
て
は
、
や
は
り
年
代
の
表
記
を
問
題
点
と
し
て
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
詳
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
24
）	

拙
稿
「
深
草
瑞
光
寺
所
蔵
『
宗
祖
一
代
本
尊
鑑
』（
二
）
―
遠
沾
院
日
亨
『
御
本
尊
鑑
』
と
の
関
連
を
中
心
に
―
」
参
照
。

〈
付
記
〉

　

小
稿
作
成
に
あ
た
り
、
史
料
の
調
査
と
翻
刻
紹
介
を
許
可
し
て
頂
い
た
、
元
政
庵
瑞
光
寺
第
十
五
世
川
口
智
康
上
人
の
格
別
の
御
芳
情
に
甚
深
の

謝
意
を
表
し
ま
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド�

〉
日
蓮
、
日
朝
、
日
亨
、
御
書
、
御
遺
文
、
身
延
山
、
身
延
文
庫
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